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自分らしさを発揮できる社会を目指して

　群馬県の仲間のみなさんは、県内初の全国大
会を盛り上げようとアツい思いで取り組んでく
ださっています。今年は３年ぶりの対面開催を
めざします。この大会は、北海道からバトンを
受け継ぎ、本協会のリスタートの象徴となるこ
とでしょう。転ばない人生はありませんが、転
び方を知ってたくましく起き上がるダルマさん
のように、私たちも高崎へ参集し、ポストコロ
ナ時代のMental Health Social Workerとしてのリ
スタートを切りましょう。 
　　　

 本年はいよいよ、上州の群馬県で大会が開催
されます。北海道支部から受け継いだSW魂の
光を絶やさずに、群馬県支部一同、緊密な連携
を行い、安心・安全に開催すべく準備が進めら
れています。多くの構成員の皆様と大会を成功
に導き、更なるソーシャルワーク実践の質の向
上や、精神障害者の福祉の向上に導いてくれ
る、そんな「ぐんま2022」を思い描いていま
す。 
 合言葉は、七っ転び、八起き！！
　　　　　　

田村　綾子
日本精神保健福祉士協会会長
公益社団法人

林　次郎

第57回全国大会・第21回学術集会
全国大会・学術集会長
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加盟４団体共同企画
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  プレ企画
１．千里の道も一歩から～悩み多き新人の皆さんに送るエール～
２．北関東の起業型精神保健福祉士の独立と社会変革
   ～茨城・群馬・栃木共同企画～
３．罪を犯した人・他職種の潜在的ニーズとMHSWへの期待
　　　～フォレンジック・ソーシャルワークにおける群馬システム～
４．東日本大震災から私たちが学んだもの
５．コロナ禍が精神保健医療福祉の現場にもたらしたもの
　　　～マイナスをプラスに転換していくための模索～ 
６．精神保健福祉現場におけるリフレクティング・プロセスの進め方
　  ～ 熊本における５年間の実践から見えること～

  記念企画
テーマ　メッセージ、今、ぐんまから～群馬に於ける精神保健医療福祉の歩み～
シンポジスト　
 佐藤　浩司　氏（群馬県こころの健康センター　所長）
 中田　駿　　氏（社会福祉法人アルカディア　理事長）
　米山 恵美子氏（群馬県立精神医療センター　医療福祉課　精神保健福祉士） 
コーディネーター
　林　次郎　　氏（群馬県支部長、一般財団法人資生会研究所附属　大島病院）
 中嶋　淑子　氏（群馬県支部代議員、群馬県立精神医療センター　医療福祉課） 
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奥野 敦士　氏 香川　誠　氏
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GUNMA豆知識　冬のからっ風の吹く方に体を向けて歩くとムーンウォークができるとか GUNMA豆知識　ソウルフード：焼きまんじゅう←群馬は消費量日本一位なんだとか

  基調講演
調整中
田村　綾子 氏（本協会　会長、聖学院大学
調整中

テーマ
講　師
座　長

  特別講演
精神保健医療福祉施策の動向（仮題）
厚生労働省 社会・援護局　障害保健福祉部　精神・障害保健課（予定）

テーマ
講　師

テーマ 

シンポジスト 公益社団法人日本社会福祉士会　代表者
　　　　　　　公益社団法人日本医療ソーシャルワーカー協会　代表者
　　　　　　　特定非営利活動法人日本ソーシャルワーカー協会　代表者
　　　　　　　田村　綾子　氏（本協会　会長）
コーディネーター 木太　直人　氏（本協会　常務理事）

  分科会Ⅰ
Ⅰ-Ａ　子ども・若者支援
Ⅰ-Ｂ　専門職養成・現任者教育
Ⅰ-Ｃ　精神科救急・地域移行
Ⅰ-Ｄ　地域での取組み
Ⅰ-Ｅ　調査研究と実践

  分科会Ⅱ
Ⅱ-Ａ　職能団体の取組み・連携活動
Ⅱ-Ｂ　新たなアプローチの模索
Ⅱ-Ｃ　多分化・多様性・孤立支援
Ⅱ-Ｄ　調査研究で明らかにする
Ⅱ-Ｅ　実践に学ぶ

  市民公開講座

　奥野氏は1985年、伝説のロックバンド「ROGUE」の名でミュージ
シャンとしてデビューをし、1990年にバンドが解散となっ
た。2008年、解体業の仕事での作業中、高さ７ｍの屋根から落下
し、頸髄を損傷し、奥野氏は介護の状態となる。
 さらに、半身不随で肩から下が麻痺した状態となったため腹式呼
吸ができず、ロックヴォーカリストとして一番大切な腹式の「歌
声」を失ってしまった。「もう一度歌いたい…」
　厳しいリハビリの末、夢は叶うこととなる。2013年ROGUEは再結
成した。現在彼らは一人一人が輝ける社会を音楽で作り上げよう
と、大きな夢に向けて日々前に進んでいる。

七っ転び、八起き～見かけより大きめな夢を抱け～
奥野 敦士　氏（ROGUE Vo.）
香川　誠　　氏（ROGUE Gu.）
講演会＆奥野氏＋香川氏生演奏予定

テーマ
講　師
司　会
内　容

地域共生社会の実現に向けて～精神障害にも対応した地域包括
ケアシステムの構築にソーシャルワーカーが果たすべき役割～ 

心理福祉学部　教授）
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日本ソーシャルワーカー連盟（JFSW）加盟４団体共同企画
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